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2009年3月期 決算説明会

2009年5月14日（木）

船井電機株式会社

証券コード ６８３９
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Ⅰ．決算概要（連結）

1. 2009年3月期決算概要
2. 機器別売上高
3. 映像機器の売上高
4. ＤＶＤ関連機器の売上高
5. テレビ関連機器の売上高
6. 地域別売上高
7. 財務の状況
8. 棚卸資産
9. 設備投資額・減価償却費・研究開発費
10.  今期（2010年3月期）の予想
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１．2009年3月期 決算概要

（単位：億円）

100.66円100.00円113.80円期中平均レート
（対米国ドル）

（※1） 受取利息+33、為替差損△28、支払利息△3、その他△4

（※2） 過年度法人税等△168、投資有価証券評価損△30、その他＋13

△190

ー

ー

ー

＋9.2%

前期比

増減率
当期実績当期実績計 画計 画

（（ 22月発表）月発表）

＋181.8%145△24営 業 利 益

当期純利益率

経 常 利 益 率

営 業 利 益 率 (0.5%)(0.2%)(△0.9%)

ー12△15△0経 常 利 益

(0.4%)(△0.5%)(△0.0%)

ー△5△22△53当 期 純 利 益
過年度法人税等控除前

(△0.2%)(△0.7%)(△1.9%)

2,771
金 額

前期実績前期実績

3,040
金 額

△0.4%3,027売 上 高

金 額

計画比

増減率

△173△53当 期 純 利 益 ー ー

当期純利益率 (△5.7%)(△6.3%)(△1.9%)

△2 (※1)

△185(※2)
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２．機器別売上高

280

650

1,841

271

450

2,306

3,027億円

映像機器

情報機器

その他

2,771億円

映像機器

情報機器

その他

： ＋465億円 （＋25.2％）

： △200億円 （△30.7％）

： △ 9億円 （△ 3.0％）

合計 ： ＋256億円 （＋ 9.2％）

前 期比

当期前期
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３．映像機器の売上高

1,254

587

1,456

850

ＤＶＤ関連機器

テレビ関連機器

DVD関連機器

テレビ関連機器

：＋263億円 （＋44.8％）

：＋202億円 （＋16.1％）

合計 ：＋465億円 （＋25.2％）

前 期比

2,306億円

1,841億円

当期前期
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４．ＤＶＤ関連機器の売上高

14
4202

322

45

306

122

198

204

20

（ﾌﾞﾙｰﾚｲ)

（STB)

ビデオ

ＤＶＤﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連
ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔ

デジタルSTB他

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

ビデオ

：△ 4億円 （△ 2.0％）

：△118億円 （△36.6％）

合計 ：＋263億円 （＋44.8％）

前 期比

デジタルSTB他 ：＋292億円 （ － ）

：△ 25億円 （△55.6％）

：＋118億円 （ － ）

850億円

587億円

当期前期

・プレーヤ、レコーダ関連は市場縮小に伴い
減少

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

・４月から本格投入し順調

に推移

デジタルSTB他 ・期を追って順調に推移

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ
ﾌﾟﾚｰﾔ

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ
ﾌﾟﾚｰﾔ
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５．テレビ関連機器の売上高

101

897

256

32

1,342

82

ブラウン管テレビ

液晶テレビ

その他

： △174億円 （△68.0％）

： ＋445億円 （＋49.6％）

： △ 69億円 （△68.3％）

合計 ： ＋202億円 （＋16.1％）

前 期比

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ

1,456億円

当期前期

1,254億円

・薄型テレビの急速な普及に伴い

減少が加速

・フィリップスブランドの寄与もあり

増加

・プロジェクターの撤退（前4Q)により

減少

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ
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６．地域別売上高

413
91

456

1,811

370
132
364

2,161

(65.3%)

(71.4%)

2,771億円
3,027億円

アジア他

日 本

欧 州

北 米 ：＋350億円 （＋19.3％）

：△ 92億円 （△20.2％）

：＋ 41億円 （＋45.1％）

：△ 43億円 （△10.3％）

合計 ： ＋256億円 （＋ 9.2％）

前年同期比

北 米

・液晶テレビ、デジタルSTB、ブルーレイプレーヤ
の売り上げ増が情報機器の減少をカバー

・液晶テレビを中心に価格競争に巻き込まれ
苦戦

欧 州

当期前期



8

７．財務の状況

415 439

350

419 306

268

433
288

840
965

946

680

1,998

資
産
の
状
況

資
産
の
状
況

負
債
・純
資
産
の
状
況

負
債
・純
資
産
の
状
況

2,107

負債の状況負債の状況

・仕入債務

・未払金他

・純資産

（自己資本比率

＋ 23億円増加

△ 41億円減少

△ 228億円減少

67.6％）

・現金預金

・売上債権

・棚卸資産

・固定資産他

＋ 285億円増加

＋ 20億円増加

△ 44億円減少

△ 507億円減少

資産の状況資産の状況現金預金

売上債権

棚卸資産

固定資産他

仕入債務

未払金他

純資産

（単位：億円）

2009/3
（当期末）

2008/12
（当期3Ｑ）

258 281

403 362

1,583 1,304
1,355

371

432

2,107 1,998
純資産の状況純資産の状況

2,244

2,244

2008/3
（前期末）

前年同期比
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８．棚卸資産

〈在庫回転月数〉

139

211

88

331

97

209

306億円

1.5ヶ月

2009/3
（当期末）

部品仕掛品等

製 品

前年同期比

△ 2億円

△42億円

製品

部品仕掛品等

2.0ヶ月

2008/3
（前期末）

350億円

1.3ヶ月

2008/12
（当期3Q）

419億円
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９．設備投資額・減価償却費・研究開発費

49 50 48
36

147
130

0

30

60

90

120

150

（億円）

前期 当期

前年同期間比

＋1億円増加
前年同期間比

△12億円減少

前年同期間比

△ 17億円減少

設備投資額 減価償却費 研究開発費

前期 当期 前期 当期
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10．今期（2010年3月期）の予想

（単位：億円）

（参考）機器別の売上高内訳 （単位：億円）

合 計

そ の 他

情 報 機 器

＋3572,6632,306映 像 機 器

＋ 20470450

△ 4267271

＋3733,4003,027

実績比
20102010年年33月期月期
予想予想

20092009年年33月期月期
実績実績

当期純利益

+325.7%60194114△2943営 業 利 益

当期純利益率

経常利益率

営業利益率 (1.8%)(1.1%)(2.3%)(0.5%)(△1.8%)(3.0%)

+332.2%53153812△4759経 常 利 益
(1.6%)(0.9%)(2.2%)(0.4%)(△3.0%)(4.1%)

ー39930△173△52△121

(1.1%)(0.5%)(1.7%)(△5.7%)(△3.3%)(△8.4%)

1,446

上 期

20020099年年33月期実績月期実績

1,581

下 期

3,027

通 期

+12.3%3,4001,6551,745売 上 高

通 期下 期上 期

実績比

増減率

20201010年年33月期予想月期予想

95.00円100.66円95.09円106.22円
期中平均レート
（対米国ドル）
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Ⅱ．今後の戦略

・ 経営方針

・ 当期の展望と施策

・ 中期目標と施策

13

１．経営方針①

60億円
（1.8%）

3,400億円

60億円
（1.8%）

14億円
（0.5%）

営業利益

3,400億円3,027億円売上高

前期計画 当期計画前期実績

前期計画数値への再チャレンジ
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２．経営方針②

販 売販 売

商品企画商品企画

調達
＆
製造

調達
＆
製造

開 発開 発スピード

スピード重視の売れる商品づくりに徹する
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３．当期の展望と施策①

激動期 当社にとって、むしろチャンス

前期

当期

来期

HOP

STEP!

JUMP!!

飛躍のための布石

業績を伸ばす

さらなる業績拡大へ
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４．当期の展望と施策②

当社にとってチャンス！

LCD TV、Blu-ray関連商品

市場は、不況下でも成長

巣篭もり現象により、安価な

ホームエンターテインメント

商品の売れ行き好調

有力顧客とのビジネス展開

市場環境
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５．当期の展望と施策③

Ｓｐｅｅｄ – 全部門で実行・ＩＴ化推進

経営資源（ヒト・モノ・カネ）の最適配分1

ＦＰＳの更なる推進 – ムダを省く2

3

コスト競争力の強化

売上の拡大 コストの低減

在庫管理の徹底 Speed経営の実践
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６．当期の展望と施策④

前期の問題点前期の問題点

テレビ事業の赤字 → 改善しつつあるが、まだ道半ば

当期の施策当期の施策

1. 開発・生産・納期の厳守

2. 商品ラインナップ・ブランドポジション・販社体制の確立

3. LCD TV、Blu-ray関連商品におけるネットワーク技術の確立

4. 北米マーケットにおけるシェア向上

19

７．当期の展望と施策⑤

ＬＣＤ ＴＶ販売台数推移

0

100

200

300

400

500

600

06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期

54

206
254

347

（単位：万台） 540万台

（実績） （実績） （実績） （実績） （計画）
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８．中期目標と施策①

中期（2012年3月期） 連結売上高・営業利益目標

5,000億円 250億円 （営業利益率5%）売上高 営業利益

目標達成のための施策

人財の育成・登用

プリンターに代表されるメカトロニクス関連事業の拡大

新規事業創出・新規マーケット参入

1

4

5

ＬＣＤ ＴＶ販売台数目標１,０００万台2

Ｂｌｕ-ｒａｙ関連商品ラインナップの拡充3
Player Recorder Home Theater System Portable Player

21

９．中期目標と施策②

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

04/3期 05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期 12/3期
（計画） （目標）

3,830
3,421

3,967
3,608

（億円）

55,,000000

2,771

3,400

3,027

中期売上高目標中期売上高目標
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１０．中期目標と施策③

365 333

233 207

▲24

14
60

168

(50)

0

50

100

150

200

250

300

350

400

04/3期 05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期 12/3期
（計画） （目標）

営業利益率
（億円）

0.5%

▲  0.8%

5.2%

1.8%

6.5%

8.7%

10.7%

250250

55%%

中期営業利益目標中期営業利益目標
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Ⅲ． 補足資料①
（第4四半期（1月-3月）決算概要）

1. 第4四半期（09年1月-3月）決算概要

2. 機器別売上高

3. 映像機器の売上高

4. ＤＶＤ関連機器の売上高

5. テレビ関連機器の売上高
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１．第4四半期（09年1月-3月）決算概要

営業利益率

経常利益率

純利益率

前年同期比
増減率

＋22.2%

ー

ー

ー

（単位：億円）

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

純 利 益

期中平均レート
(対米国ドル)

513

△36

△58

△23

(△7.0%)

(△11.3%)

(△4.5%)

前第前第44四半期四半期

103.79円

当第当第44四半期四半期

627

△18

△11

△13

(△3.0%)

(△1.9%)

(△2.1%)

95.19円

＋7 (※)

（※） 受取利息＋3、為替差益＋6、その他△2
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２．機器別売上高

88

85

340

71
66

490

513億円

627億円

前期4Q 当期4Q

映像機器

情報機器

その他

： ＋150億円 （＋44.1％）

： △ 19億円 （△22.4％）

： △ 17億円 （△19.3％）

映像機器

情報機器
その他

合計 ： ＋114億円 （＋22.2％）

前年同期比

(1-3月) (1-3月)
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３．映像機器の売上高

220

120

329

161

490億円

DVD関連機器

テレビ関連機器

340億円

ＤＶＤ関連機器

テレビ関連機器

： ＋ 41億円 （＋34.2％）

：＋109億円 （＋49.5％）

合計 ：＋150億円 （＋44.1％）

前年同期比

前期4Q 当期4Q
(1-3月) (1-3月)
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４．ＤＶＤ関連機器の売上高

14
3

36

59

8

85

14

31

27
4

161億円

120億円

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

ビデオ ： △ 4億円 （△50.0％）

： △ 5億円 （△13.9％）

： △32億円 （△54.2％）

合計 ： ＋41億円 （＋34.2％）

前年同期比

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ
ﾌﾟﾚｰﾔ

： ＋11億円 （＋366.7％）

デジタルSTB他 ： ＋71億円 （＋507.1％）

ビデオ

ＤＶＤﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連
ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔ

デジタルSTB他

（ﾌﾞﾙｰﾚｲ)

前期4Q 当期4Q
(1-3月) (1-3月)
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５．テレビ関連機器の売上高

4

171

45

10

313

6

ブラウン管テレビ

液晶テレビ

その他

： △ 39億円 （△86.7％）

： ＋142億円 （＋83.0％）

合計 ： ＋109億円 （＋49.5％）

前年同期比

329億円

220億円

： ＋ 6億円 （＋150.0％）

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ

前期4Q 当期4Q
(1-3月) (1-3月)
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Ⅳ．補足資料②

1. 四半期別決算概要

2. 機器別売上高の推移（四半期）
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１．四半期別決算概要

（単位：億円）

(△23.2%)

△137

(7.5%)

44

(1.7%)

9

594

1Q1Q

(△4.1%)

△ 39

(△3.8%)

△ 35

(△1.1%)

△ 10

954

3Q3Q

(△2.1%)

△13

(△1.9%)

△11

(△3.0%)

△18

627

44QQ

(2.0%)

16

(1.8%)

15

(3.9%)

33

852

2Q2Q

5757期期

(△4.5%)(1.8%)(△7.1%)(1.7%)四半期純利益率

△ 2312△ 5613四半期純利益

(△11.3%)(1.1%)(0.8%)(5.8%)経 常 利 益 率

△ 587644経 常 利 益

(△7.0%)(△1.1%)(1.1%)(1.5%)営 業 利 益 率

△ 36△ 7911営 業 利 益

513695790773売 上 高

4Q4Q3Q3Q2Q2Q1Q1Q

5656期期
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２．機器別売上高の推移（四半期）

72

212

323

166

58

240

339

153

62

113

372

148

88

85

220

120

70

107

229

188

62

170

340

280

68

107

558

221

71
66

329

161

0

200

400

600

800

1,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

（億円）

テレビ関連機器 情報機器 その他DVD関連機器

(07/6) (07/9) (07/12)

773 790
695

513

(08/3)

594

(08/6) (08/9)

852
954

(08/12) (09/3)

627
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注意事項

本資料は、歴史的事実ではない将来の業績に関する予想及
び見通しについての記載が含まれています。これらの記載は、
映像機器及び情報機器をはじめとする当社及び当社グループ
会社の事業に関連する業界動向、国内外の経済状況並びに為
替レートの変動その他の業績に影響を与える可能性のある要
因について、現時点で把握可能な情報をもとにした仮定及び見
通しを前提としています。したがって、実際の業績は、エレクトロ
ニクス業界における競争状況、市場動向、為替動向、新製品の
導入及びその成否、税制や諸制度に関する世界的な状況を含
む多くの不確実な要因の影響を受け、本記載の予想及び見通し
とは大きく異なる場合がありますのでご承知おきください｡


